
市職員の給与・勤務条件などを公表します。 
 

 

１ 職員の任免及び職員数等に関する状況 

（１）部門別職員数の状況と主な増減理由 

部 門 区 分 

職 員 数 （人） 

増 減 数 

主 な 

増 減 

理 由 

平成３０年 

4月 1日現在 

平成３１年 

4月 1日現在 

一 般 行 政 部 門 

議  会 ５ ５  

退 職 不

補 充 に

よ る 減

員。 

総  務 １３５ １３９ ４ 

税  務 ２８ ２７ ▲１ 

農林水産 ５０ ５０  

商  工 ４４ ４４  

土  木 ３５ ３６ １ 

民  生 ３１ ３０ ▲１ 

衛  生 ４０ ４１ １ 

小  計 ３６８ ３７２ ４ 

特 別 行 政 部 門 

教  育 ４２ ４０ ▲２ 

消  防 ９１ ９１  

小  計 １３３ １３１ ▲２ 

公営企業 

会計部門等 

病  院 １５ １４ ▲１ 

水  道 ２３ ２３  

交  通 ０ ０  

そ の 他 ３４ ３４  

小  計 ７２ ７１ ▲１ 

合     計 ５７３ ５７４ １ 

※ 職員数は、一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員等を含み、臨時

又は非常勤職員を除いています。 

 

（２）年齢別職員数（平成３１年４月１日現在） 

区 分 

20

歳 

 

 

未満 

20

歳 

～ 

23

歳 

24

歳 

～ 

27

歳 

28

歳 

～ 

31

歳 

32

歳 

～ 

35

歳 

36

歳 

～ 

39

歳 

40

歳 

～ 

43

歳 

44

歳 

～ 

47

歳 

48

歳 

～ 

51

歳 

52

歳 

～ 

55

歳 

56

歳 

～ 

59

歳 

60

歳 

 

 

以上 

計 

職員数 
人 

８ 

人 

３０ 

人 

４４ 

人 

４８ 

人 

５８ 

人 

４７ 

人 

７７ 

人 

８２ 

人 

７４ 

人 

５５ 

人 

４５ 

人 

 ６ 

人 

５７４ 



（３）定員適正化計画の数値目標及び進捗状況 

① 定員適正化計画の数値目標 

計 画 期 間 
数 値 目 標 

始   期 終   期 

平成２７年４月１日 平成３２年４月１日 ▲４７人（▲７．７%） 

 

② 平成３１年４月１日現在における定員の数値目標 

５７１人 

 

③ 定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要 

年度 
H２７ 

年度 

H２８ 

年度 

H２９ 

年度 

Ｈ３０ 

年度 

H31 

年度 

H28～H32 

年度 

区分 
計 画 

年 度 
１年目 ２年目 ３年目 ４年目 計 

減 員  ▲３２ ▲３４ ▲４１ ▲３７ ▲１４４ 

増 員   ２３  ２７ ２７ ３８  １１５ 

差 引  ▲ ９ ▲ ７ ▲１４ １ ▲２９ 

職 員 数 ６０３ ５９４ ５８７ ５７３ １ ５７４ 

 

（４）採用・退職者の状況（平成３０年４月２日～平成３１年４月１日） 

区 分 人 数 主 な 職 種 

採 用 ３８ 
一般行政職２０、税務職１、看護・保健職５、医療技術職２、企業職４、教育職３、

消防職３ 

退 職 ３７ 
一般行政職２３、税務職２、看護・保健職３、医療技術職１、教育職３、消防職３、

技能労務職２ 

 

（５）平成３０年度中に実施した職員採用試験の状況 

区   分 受験者数 合格者数 倍 率 区  分 受験者数 合格者数 倍 率 

行   政  ４４人  ８人  ５．５倍 機  械  １人  ０人   

一 般 事 務 

（高卒程度） 
 １１人  ４人  ２．８倍 電  気  １人  １人  １．０倍 

一 般 事 務 

（障がい者枠） 
  ３人  １人 ３．０倍 水  道  技  ６人   ２人 ３．０倍 

一 般 事 務 

（特別推薦枠） 
  ３人  ３人  １．０倍 土木（高卒程度）  １人  ０人   

土木（大卒程度）   ４人  １人  ４．０倍 管 理 栄 養 士  ３人  ２人  １．５倍 

保  健  師   １人  １人  １．０倍 社 会 福 祉 士  ２人  １人  ２．０倍 

消  防  士    ９人  ３人  ３．０倍 合   計 ８９人 ２７人  ３．３倍 



（６）事由別退職者数（平成３０年４月２日～平成３１年４月１日） 

定  年 勧  奨 自己都合 
その他（死亡・

免職・失職） 
その他退職 合  計 

１８人 ７人 ８人 １人 ３人 ３７人 

 

 

 

２ 職員の給与の状況 

（１） 人件費の状況（普通会計決算） 

 

   平成３０年度 

 

                             この表は、財政的な面から職員の給与をみた

ものです。 

                             人件費には、市長・副市長及び議員等の報酬、

退職手当、共済費等の一切の経費を含みます。 

                             この表では、水道局及び国民健康保険担当な

ど企業会計、特別会計の職員の分は除かれて

います。 

 

 

 

 

 

区 分 
住民基本台帳人口 

（平成３０年度末） 
歳出額 A 人件費 B 

人件費率

(B/A) 

(参考) 

２９年度の 

人件費率 

３０年度 3６,６１１人 32０億１,３９２万８千円 4８億 4,1８８万１千円 1５.１% 16.３% 

※ 人件費には、退職手当事業負担金及び特別職に支給される給料・報酬等を含みます。 

 

（２） 職員給与費の状況（普通会計決算） 

区 分 
職員数 

Ａ 

給   与   費 １人当たり 

給与費 

Ｂ／Ａ 給  料 職員手当 期末・勤勉手当 計  Ｂ 

３０ 

年度 
5０1人 

１９億 6,502 万 

9 千円 

3 億 4,579 万 

9 千円 

7 億 8,321 万 

6 千円 

30 億 9,404 万 

4 千円 
617 万 6 千円 

※ 職員手当には退職手当を含みません。 

 

 

 

人件費 15.1%   4,841,881

物件費 12.2%   3,894,661

扶助費 15.4%   4,931,498

補助費等 13.0%   4,158,702

公債費 11.5%   3,665,272

投資的経費 21.4%   6,858,186

その他 11.4%   3,663,728

決算額（単位：千円）

人件費

合 計 32,013,928



（３）ラスパイレス指数の状況 

 

 

 

 

 

（４）職員の初任給（平成３１年４月１日現在） 

区   分 
五島市 国 

初任給 ２年後の給料 初任給 

一般行政職 
大学卒 １８０，７００円 １９２，４００円 １８０，７００円 

高校卒 １４８，６００円 １５７，０００円 １４８，６００円 

技能労務職 高校卒 １４８，６００円 １５７，０００円 － 

 

（５）職員の経験年数別、学歴別平均給料月額（平成３１年４月１日現在） 

区   分 経験年数１０年 経験年数１５年 経験年数２０年 

一般行政職 
大学卒 ２６２，８１７円 ３０２，８００円 ３４３，０００円 

高校卒 ２３０，３６０円 ２６５，８５０円 ３０１，９２０円 

技能労務職 高校卒 － － － 

※ 経験年数に近似の職員がいない項目は、空欄となっています。 

 

（６）一般行政職の級別職員数の状況（平成３１年４月１日現在） 

区 分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 

計 標準的な 
職務内容 

事務職員 主事 主査 係長 課長補佐 
課長 
支所長 

部長 

職 員 数 ３６人 ４０人 １２４人 １０４人 ３１人 ２９人 ６人 ３７０人 

構 成 比 ９.７% １０.８% 3３.６% ２８.１% ８.４% ７.８% １.６％ 100.0% 

※１ 五島市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。 
※２ 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。 

 

（７）職員手当の状況 

① 期末・勤勉手当 

五   島   市 国 

職員１人当たり平均支給額（平成３０年度） 
１３７万円 

－ 

（平成３０年度支給割合） 
     期末手当      勤勉手当 
    ２．６０ 月分  １．８５ 月分 
    （１．４５）月分 （０．９０）月分 

（平成３０年度支給割合） 
    期末手当      勤勉手当 
    ２．６０ 月分  １．８５ 月分 
    （１．４５）月分 （０．９０）月分 

（加算措置の状況） 
職制上の段階、職務の級等による加算措置 
・役職加算    ５～１５％ 

（加算措置の状況） 
職制上の段階、職務の級等による加算措置 
・役職加算    ５～２０％ 
・管理職加算  １０～２５％ 

※ （ ）内は、再任用職員に係る支給割合です。 

区   分 平成３０年 

五 島 市 ９７．１ 

全国市平均 ９９．１ 



② 退職手当（平成３１年４月１日現在） 

五   島   市 国 

（支給率） 自己都合 勧奨・定年 （支給率） 自己都合 勧奨・定年 

勤続２０年 19.6695月分 24.586875月分 勤続２０年 19.6695 月分 24.586875月分 

勤続２５年 28.0395月分 33.27075 月分 勤続２５年 28.0395 月分 33.27075 月分 

勤続３５年 39.7575月分 47.709 月分 勤続３５年 39.7575 月分 47.709 月分 

最高限度額 47.709 月分 47.709 月分 最高限度額 47.709 月分 47.709 月分 

 その他の加算措置 

 ・定年前早期退職特例措置 （２%～２０%加算） 

 その他の加算措置 

 ・定年前早期退職特例措置 （３%～４５%加算） 

 
１人当たり 

平均支給額 

自己都合 勧奨・定年 

５３３万 ２,０６５万５千円 

※ 五島市は、長崎県市町村総合事務組合の退職手当事業に加入しており、支給率は同組合の支給条例に基づ

くものです。なお、退職手当の１人当たり平均支給額は、平成３０年度に退職した職員に支給された平均

額です。 

 

③ 特殊勤務手当（平成３１年４月１日現在） 

区     分 全  職  種 

支給実績（Ｈ３０年度決算） ２，３４９万７千円 

支給職員１人当たり平均支給年額（Ｈ３０年度決算） ３５０，６９６円 

職員全体に占める手当支給職員の割合（Ｈ３０年度） １１．６％ 

手当の種類（手当数） １３ 

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 
左記職員に対する支給

単価 

徴収事務従事者

手当 

市税の徴収事務に専従する職

員 

市税の徴収事務 月額  ３，５００円 

福祉事務従事者

手当 

福祉事務従事職員のうち、現

業又は査察事務に従事する職

員 

福祉事務のうち、現業又

は査察事務 

月額  ８，８００円 

行旅死亡人等 

収容手当 

行旅死亡人・行旅病人の収容

に従事した職員 

行旅死亡人、行旅病人の

収容 

行旅死亡人の収容 

１件につき 4,000円 

行旅病人の収容 

１件につき 1,600円 

感染症防疫作業

従事者手当 

感染の危険がある作業等に従

事した職員 

感染症又は家畜伝染病が発

生し、又は発生するおそれ

がある場合において、感染

症の患者若しくは患畜若し

くは感染症の疑いのある患

者若しくは疑似患畜の救護

又は感染症の病原体の付着

日額 600円 



した物件若しくは付着の危

険がある物件の処理作業 

高所勤務手当 

地上５メートル以上の箇所に

おいて工事の指導監督又は作

業に従事する職員 

地上５メートル以上の箇

所において工事の指導監

督又は作業 

日額 ２７０円 

医師手当 

本市の診療所で医療に従事す

る医師 

 

本市の診療所で医療に従

事する医師に対し支給す

る。ただし、次のいずれ

かに該当する医師に対し

ては、それぞれ次に定め

る額を加算した額を支給

する。       

ア）国民健康保険玉之浦

診療所に勤務する医師 

月額 30 万（別途、経過

措置有） 

イ）市長が必要と認めた

医療に従事した医師  

１回 22，000円 

月額３０８，０００円 

別途、ア・イを加算する。 

ア）３００，０００円 

イ）１回２２，０００円 

往診手当 
本市の診療所の医師で往診に

従事するもの 

本市の診療所の医師で往

診に従事するもの 

往診料の額 

（３０万円限度） 

校医手当 

本市の診療所の医師で市内の

小中学校の校医 

本市の診療所の医師で市

内の小中学校の校医であ

るもの 

１校につき 

年額 ７５，５００円 

保育所医手当 
本市の診療所の医師で市内の

保育所医 

本市の診療所の医師で市

内の保育所医であるもの 

１保育所につき 

年額 ２０，０００円 

予防接種手当 
本市の診療所の医師で予防接

種に従事するもの 

予防接種に従事 １日  ２，７００円 

離島勤務手当 

離島に所在する出張所等に勤

務する職員 

離島に所在する出張所

（出張所分室を含む。）、

診療所（分院を含む。）、

小中学校及び保育所に勤

務する職員 

月額２３，０００円 

ただし、支給日から３年

を経過した者及び通勤

により勤務する者につ

いては、月額３，０００

円 

用地交渉手当 

用地交渉業務に従事する職員 用地の取得又は処分のた

め継続的に交渉業務に従

事 

日額３５０円 

放射線取扱手当 

放射線照射作業に従事する職

員 

エックス線その他の放射

線を人体に対して照射す

る作業に従事 

日額２３０円 

 



④ 時間外勤務手当 

支給実績（Ｈ３０年度決算） １２，２７０万３千円 

職員１人当たり平均支給年額（Ｈ３０年度決算） ２２４，３２０円 

支給実績（Ｈ２９年度決算） １２，５９９万１千円 

職員１人当たり平均支給年額（Ｈ２９年度決算） ２２９，０７５円 

 

⑤ その他の手当（平成３１年４月１日現在） 

手当名 内容及び支給単価 
国の制

度との

異同 

国の制度

と異なる

内容 

支給実績 

（平成３０年

度決算） 

支給職員１人当

たり平均支給年

額 

扶養手当 

配偶者              6,500 円 

同じ  
9,5６０万 

７千円 
2７１,６１１円 

満 22 歳の年度末までの子…①  10,000 円 

配偶者及び①以外の扶養親族    6,500 円 

満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの

子               5,000 円加算 

地域手当 

当該地域における民間の賃金水準を基礎とし、当

該地域における物価等を考慮して規則で定める

地域に在勤する職員に支給する 

同じ  
3２４万 

８千円 
3６０,８４６円 

住居手当 
借家・借間居住職員（月額 12,000 円を超える

家賃を支払っている職員）   27,000 円以内 
同じ  

4,３１９万 

７千円 
2５２,６１３円 

通勤手当 

交通機関を利用して通勤する職員(2km 以上) 

55,000 円以内 
異なる 

自動車等の

交通用具を

使用する場

合の距離区

分毎の支給

額が異なる 

3,2２３万 

２千円 
8５,９５２円 

自動車等交通用具を使用して通勤する職員(2km

以上・使用距離に応じて) 34,200 円以内 

単身赴任

手当 

公署を異にする異動等に伴い転居し、やむを得な

い事情により配偶者と別居することとなった職

員で、当該異動の直前の住居から当該異動の直後

に在勤する公署に通勤することが困難であると

認められるもののうち、単身で生活することを常

況とする職員 

・30,000 円＋加算額 

※加算額は距離に応じて8,000円～70,000円 

同じ  
３６３万円 

２千円 
３３０,１８２円 

管理職 

手当 

管理又は監督の地位にある職員 

・部 長 級：70,000 円 

・診 療所 長：70,000 円 

・課 長 級：50,000 円 

・課長補佐級：30,000 円 

異なる 

国：俸給表、

職務の級及

び官職区分

に応じて支

給額が定め

られている 

4,２６７万円 5２０,３６６円 

初任給 

調整手当 

医療職給料表の適用を受ける職員の職に新たに

採用された職員  

・41４,８00 円(採用の日から 35 年の期間に限

る) 

異なる 

国：職員の

区分及び採

用の日以後

の期間の区

分に応じて

額が変動 

1,9９１万円 4,97７,600 円 

休日勤務

手当 

休日において正規の勤務時間中に勤務すること

を命ぜられ、勤務した場合 

※勤務１時間当たりの給与額×135/100×休

日勤務時間数 

異なる 

※勤務１時

間当たりの

給与額の算

出方法が異

なる 

2,７３１万 

９千円 
1９６,５４２円 

宿日直 

手当 

宿日直勤務を命ぜられた職員 

・勤務１回につき 4,４00 円（入院患者の病状の

急変等に対処するための医師の宿日直勤務にあ

っては 2１,000 円、看護師の宿日直勤務にあっ

異なる 

国：勤務時

間が5時間

未満の場合

は、百分の

五十を乗じ

て得た額 

２７５万 

５千円 
５５０,９６０円 



ては 7,４00 円） 

夜間勤務

手当 

正規の勤務時間として午後 10 時から翌日の午

前５時までの間に勤務した場合 

※勤務１時間当たりの給与額×25/100×夜間

勤務時間数 

異なる 

※勤務１時

間当たりの

給与額の算

出方法が異

なる 

３００万 

７千円 
37,５９４円 

管理職員

特別勤務

手当 

管理職手当を受給している職員が、臨時又は緊急

の必要等により、週休日、休日等に勤務した場合 

・部長級：7,000 円 

・課長級：6,000 円 

・課長補佐級：4,000 円 

異なる 

国：職員に

適用される

棒給の特別

調整額の区

分等に応じ

支給額が異

なる 

3０万円 ２３,０７７円 

へき地 

手当 

教育委員会に勤務する指導主事に対し、長崎県市

町村立学校県費負担職員の給与等に関する条例

第１０条の５の規定に準じて支給する。 

・給料及び扶養手当の月額の合計額の 100 分の 

25 を超えない範囲内 

  
3３６万 

１千円 
４２０,１２０円 

へき地 

手当に 

準ずる 

手当 

教育委員会に勤務する指導主事に対し、長崎県市

町村立学校県費負担職員の給与等に関する条例

第１０条の６の規定に準じて支給する。 

・給料及び扶養手当の月額の合計額の 100 分の 

4 を超えない範囲内 

  
４２万円 

７千円 
2１３,４３２円 

義務教育

等教員 

特別手当 

教育委員会に勤務する指導主事に対し、長崎県市

町村立学校県費負担職員の給与等に関する条例

第１８条の２の規定に準じて支給する。 

・月額 8,000 円を超えない範囲内 

  
70 万 

２千円 
8７,７50 円 

特定任期

付職員業

績手当 

特定任期付職員のうち、特に顕著な業績を挙げた

と認められる職員 

・給料月額に相当する額 

同じ  － － 

 

⑥ 特別職の報酬等の状況（平成３１年４月１日現在） 

区   分 給料月額等 

給 

料 

市 長 

副市長 

教育長 

  ８０４，０００円 

  ６５８，０００円 

  ５８４，０００円 

報 

酬 

議 長 

副議長 

議 員 

  ４２１，０００円 

  ３４１，０００円 

  ３２５，０００円 

期 

末 

手 

当 

市 長 

副市長 

教育長 

（平成３０年度支給割合） 

           ６月期 １．５７５月 

          １２月期 １．７７５月 

議 長 

副議長 

議 員 

（平成３０年度支給割合） 

６月期 １．５７５月 

１２月期 １．７７５月 

退
職
手
当 

 

市 長 

副市長

教育長 

 （算定方式）             （支給時期） 

給料月額×支給割合 600/100×在職年数   任期毎 

 給料月額×支給割合 360/100×在職年数   任期毎 

給料月額×支給割合 250/100×在職年数   任期毎 



３ 職員の勤務時間その他勤務条件の状況 

（１）勤務時間 

一般的な行政職員の勤務時間及び休憩時間は、次のとおりです。 

① 勤務時間    １週間当たり３８時間４５分 １日７時間４５分 

② 開始・終了時間 午前８時３０分から午後５時１５分まで 

③ 休憩時間    正午から午後１時まで 

④ 週休日     土曜日及び日曜日 

なお、一部の職場においては、その業務の実情に応じて職員の勤務時間の割り振りを行っています。 

 

（２）その他の勤務条件 

① 一般職員の年次有給休暇の取得状況（平成３０年） 

職員の年次有給休暇は、１年（暦年）につき２０日あります。なお、年の途中で採用された職員は、在職期間

に応じて２～２０日の年次有給休暇が与えられます。また、一の年における年次有給休暇の２０日を超えない

範囲内の残日数を翌年に繰り越すことができます。 

 

平均取得日数 ９．８日 

※集計期間は、平成３０年１月１日～平成３０年１２月３１日まで。 

 

② その他の休暇の種類 

職員は必要がある場合、以下の休暇を取得することができます。 

項 目 

種 類 
休暇の概要 付与日数 

１ 公傷休暇 
公務による負傷又は疾病により公務災害と認

定された場合 

医師の診断書に基づき必要と認め

る期間 

２ 病気休暇 
公務によらない負傷又は疾病（結核性疾患を除

く。）により勤務することができない場合 

90 日を超えない範囲内において

医師の診断書に基づき、必要と認め

る期間 

３ 療養休暇 結核性疾患にかかり療養を要する場合 

１年を超えない範囲内において医

師の診断書に基づき、必要と認める

期間 

４ 生理休暇 
生理日の勤務が著しく困難な女子職員が休暇

を請求した場合 
２日を超えない範囲内 

５ 選挙休暇 

選挙権その他公民としての権利を行使する場

合で、その勤務しないことがやむを得ないと認

められるとき 

必要と認められる期間 

６ 証人休暇 

裁判員、証人、鑑定人、参考人等として国会、

裁判所、地方公共団体の議会その他官公署へ出

頭する場合で、その勤務しないことがやむを得

ないと認められるとき 

必要と認められる期間 

７ ドナー休暇 

骨髄移植のための骨髄液の提供希望者として

その登録を実施する者に対して登録の申出を

行い、又は骨髄移植のため配偶者、父母、子及

び兄弟姉妹以外の者に骨髄液を提供する場合

で、当該申出又は提供に伴い必要な検査、入院

等のため勤務しないことがやむを得ないと認

められるとき 

必要と認められる期間 



８ 
ボランティア 

休暇 

自発的に、かつ、報酬を得ないで社会に貢献す

る活動（専ら親族に対する支援となる活動を除

く。）を行う場合で、その勤務しないことが相

当であると認められるとき 

一の年において５日の範囲内の期

間 

９ 結婚休暇 

職員が結婚する場合で、結婚式、旅行その他の

結婚に伴い必要と認められる行事等のため勤

務しないことが相当であると認められるとき 

連続する７日の範囲内の期間 

１０ つわり休暇 
妊娠中の女子職員がつわりのため勤務するこ

とができない場合 
７日の範囲内の期間 

１１ 妊産婦健診休暇 

妊娠中又は産後１年以内の女子職員が母子保

健法（昭和 40 年法律第 141 号）第 10 条に

規定する保健指導又は同法第 13条に規定する

健康診査を受ける場合 

妊娠満 23 週までは４週間に１回、

妊娠満24週から満35週までは２

週間に１回、妊娠満 36 週から出産

までは１週間に１回、産後１年まで

はその間に１回（医師等の特別の指

示があった場合は、いずれの期間に

ついてもその指示された回数）の割

合で１日の範囲内の期間 

１２ 妊婦休息休暇 
妊娠中の女子職員の業務が母体又は胎児の健

康保持に影響がある場合 

勤務時間の途中に適宜休息し、又は

補食するために必要と認められる

期間 

１３ 
妊婦通勤緩和 

休暇 

妊娠中の女子職員が通勤に利用する交通機関

の混雑の程度が母体又は胎児の健康保持に影

響がある場合 

勤務時間の始め又は終わりの休暇

の合計が１日１時間を超えない範

囲内の期間 

１４ 
産前休暇及び 

産後休暇 

産前：８週間（多胎妊娠の場合にあっては１４

週間）以内に出産する予定の女子職員が休暇を

申し出た場合 

産後：女子職員が出産した場合 

産前：請求日から出産の日までの申

し出た期間 

産後：出産の日の翌日から８週間を

経過する日までの期間 

１５ 育児休暇 
生後１年に達しない子を育てる職員が育児の

時間を請求した場合 
１日２回 各３０分以内の期間 

１６ 出産補助休暇 

職員の妻（届出をしないが事実上婚姻関係と同

様の事情にある者を含む。）が出産する場合で、

職員が妻の出産に伴い必要と認められる入院

の付添い等のため勤務しないことが相当であ

ると認められるとき 

３日の範囲内の期間 

１７ 育児参加休暇 

職員の妻が出産する場合であって、その出産予

定日の 6 週間（多胎妊娠の場合にあっては、１

４週間）前の日から当該出産の日後 8 週間を経

過する日までの期間にある場合において、当該

出産に係る子又は小学校就学の始期に達する

までの子（妻の子を含む。）を養育する職員が、

これらの子の養育のために勤務しないことが

相当であると認められるとき 

５日の範囲内の期間 

１８ 子ども看護休暇 

小学校就学の始期に達するまでの子（配偶者の

子を含む。）を養育する職員が、その子の看護

（負傷し、又は疾病にかかったその子の世話を

行うことをいう。）のため勤務しないことが相

当であると認められる場合 

一の年において５日の範囲内の期

間（その養育する小学校就学の始期

に達するまでの子が２人以上の場

合にあっては１０日） 

１９ 介護休暇 

要介護者の介護その他の市長が定める世話を

行う職員が、当該世話を行うため勤務しないこ

とが相当であると認められる場合 

一の年において５日の範囲内の期

間（要介護者が２人以上の場合にあ

っては１０日） 

２０ 忌引休暇 
職員の親族（配偶者、父母、祖父母、配偶者の

父母、配偶者の祖父母等）が死亡した場合 

配偶者：１０日、父母：７日、 

祖父母：３日、配偶者の父母：３日、

配偶者の祖父母：１日 等 

２１ 祭日休暇 
父母の追悼のための特別な行事のため勤務し

ないことが相当であると認められる場合 
１日の範囲内の期間 



２２ 夏季休暇 

夏季期間（７月から９月まで）において盆等の

諸行事、心身の健康の維持及び増進又は家庭生

活の充実のため勤務しないことが相当である

と認められる場合 

３日の範囲内の期間 

２３ 
リフレッシュ 

休暇 

35 歳、45 歳又は 55 歳に達する年度におい

て、心身の活力の回復及び増進に努めることに

より、公務能率の向上に資するため勤務しない

ことが相当と認められる場合 

連続する３日の範囲内の期間 

２４ 住居滅失休暇 

地震、水害、火災、その他の災害により現住居

が滅失し、又は損壊した場合で、職員が当該住

居の復旧作業等のため勤務しないことが相当

であると認められるとき 

７日の範囲内の期間 

２５ 
災害・交通しゃ

断休暇 

地震、水害、火災その他の災害又は交通機関の

事故等により出勤することが著しく困難であ

ると認められる場合 

地震、水害、火災その他の災害時において、職

員が退勤途上における身体の危険を回避する

ため勤務しないことがやむを得ないと認めら

れる場合 

必要と認められる期間 

２６ 公益団体休暇 
公共団体又は公共的団体が主催する行事に市

又は県代表として参加する場合 
必要と認められる期間 

２７ 体育行事休暇 
県又は国等が主催する体育行事に選手及び競

技役員として参加する場合 
必要と認められる期間 

２８ 
スクーリング 

休暇 

学校教育法の規定による高等学校又は大学の

行うスクーリングに参加する場合 

20 日を超えない範囲内で必要と

認められる期間 

２９ 介護休暇 

負傷、疾病又は老齢により、２週間以上の期間

にわたり日常生活を営むのに支障がある者（配

偶者、父母、同居の祖父母など）の介護をする

ため勤務することができない場合 

介護を必要とする一の継続する状

態ごとに、連続する６月の期間内に

おいて必要と認められる期間 

 

４ 職員の分限及び懲戒処分の状況 

（１） 分限処分 （地方公務員法第２８条） 

分限処分とは、職員が十分に職責を果たすことができない場合に、公務能率を維持するために行う処分をいい、

降給、降任、休職及び免職の４種類があります。 

 

【平成３０年度における分限処分の状況】            （単位：人） 

処分の種類 

処分事由 
降 給 降 任 休 職 免 職 

勤務実績の不良     

心身の故障   ７（※19）  

適格性の欠如     

廃職又は過員     

刑事事件に因る起訴     

欠格条項該当     

※休職処分を受けている者の休職期間が延長されて、その都度新たな処分が行われたものとみなした場合の 

のべ人数（件数）となります。 

 



（２）懲戒処分 （地方公務員法第２９条） 

懲戒処分とは、職員の一定の服務義務違反に対して、公務員関係における秩序を維持するために任命権者が、

職員の道義的責任を追及して科す処分で、戒告、減給、停職及び免職の４種類があります。 

 

【平成３０年度における懲戒処分の状況】 

処 分 の 種 類 

処 分 事 由 
戒告 減給 停職 免職 計 

一般服務違反関係 

（職務命令違反、信用失墜行為、事務処理ミス等） 
1  1  2 

一般非行関係 

（暴力行為、セクハラ等） 
 1   1 

道路交通法違反 

（無免許運転、飲酒運転等） 
 1   1 

監督責任 1    1 

計 2 2 1 0 5 

 

５ 職員の服務の状況 

（１）職員の守るべき義務の概要 

地方公務員法第 30条は、服務の根本基準として、「すべて職員は、全体の奉仕者として公共の利益のため

に勤務し、且つ、職務の遂行に当っては、全力を挙げてこれに専念しなければならない。」と規定しています。

この根本基準の趣旨を具体的に実現するため、同法は、職員に対し、以下のような服務上の強い規制を課して

います。 

・法令等及び上司の職務上の命令に従う義務（同法第 32条） 

・信用失墜行為の禁止（同法第 33条） 

・秘密を守る義務（同法第 34条） 

・職務に専念する義務（同法第 35条） 

・政治的行為の制限（同法第 36条） 

・争議行為等の禁止（同法第 37条） 

・営利企業等の従事制限（同法第 38条） 

 

（２）職務専念義務免除の状況 

職員は、法律又は条例に特別の定めがある場合のほかは、その勤務時間及び職務上の注意力のすべてをその

職責遂行のために用いなければなりません（地方公務員法第 35条）。ただし、「五島市職員の職務に専念す

る義務の特例に関する条例」により、研修を受ける場合や厚生事業に参加する場合などに、任命権者の承認を

得て、職務専念義務が免除されることがあります。 

平成３０年度における承認件数は、３６４件となっており、主な内容は以下のとおりです。 

・消防団活動、人間ドック受診等 

 

（３）営利企業等従事の許可状況 

職員は、任命権者の許可を受けなければ、営利を目的とする会社等の役員を兼ねたり、報酬を得ていかなる

事業若しくは事務にも従事等してはならないとされています（地方公務員法第 38条）。 

 平成３０年度における許可件数は、１７８件となっており、主な内容は以下のとおりです。 

・消防団活動、調査員等 



６ 職員の研修の状況 

（１）研修の種類及び実施状況（平成３０年度） 

研修の種類 内       容 
受講 

者数 
合 計 

職場内研修 五島市 

職場オリエンテーション １６ 

８３３ 

(株)ゴールデンマジックとの合同職員研修 １８ 

特別講演 ５８ 

職員提案研修 １２ 

人事評価（評価者）研修【業績評価】 ２０４ 

人事評価（評価者）研修【人事評価全般】 ２００ 

人事評価制度（被評価者）研修 ２５１ 

メンタルヘルス研修 ７４ 

職場外研修 

長崎県市町職員研修 

センター 

階層別研修（新規採用、管理職等） ４９ 

２２６ 

専門研修（法制執務研修、契約実務研修等） ３９ 

長崎県・長崎県市町 

職員研修センター合同 
専門研修（税務職員研修等） １０ 

長崎県中都市経営研究会 中都市中堅職員合同研修 ３ 

市町村職員中央研修所 市町村税徴収事務等 ４ 

全国市町村国際文化 

研修所 
自治体財政運営の理論と実際等 ４ 

長崎県建設技術研究 

センター 
特別専門（災害実務）研修 ２ 

環境省環境調査研究所 環境問題史研修 １ 

資産評価システム研究セ

ンター 
固定資産税事務研修会等 ３ 

日本経営協会 
新地方公営企業会計に基づく予算作成実務

研修等 
３ 

長崎県農業会議 農業者年金業務研修会等 １０ 

長崎県消防学校 他 消防吏員専門研修 ３６ 

その他 
地域医療構想の実現に向けた担当者研修会

等 
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自己啓発研修 ｅ－ラーニング、通信教育講座 ７２ 



合      計 １，１３１ 

 

 

７ 職員の福祉及び利益の保護の状況 

（１）共済組合の短期給付及び長期給付の概要 

 市の職員は、長崎県市町村職員共済組合に加入して、短期・長期給付を受けることができます（幼稚園、学

校公務員等一部の職員は公立学校共済組合に加入しています。） 

 

短 期 給 付 事 業 
病気、負傷などの場合に支払われる保健給付、育児休業などの場合に支払われる休

業給付、災害などに支払われる災害給付、それ以外の附加給付などがあります。 

長 期 給 付 事 業 
職員が退職したり、障害の状態となった場合、あるいは死亡した場合に、職員等の

生活の安定を図ることを目的として支給されています。 

福 祉 事 業  
健康診査などの健康の保持増進事業、保養施設の運営、住宅資金の貸付などを行な

います。 

 

（２）職員の福利厚生の実施状況（平成３０年度） 

   ・定期健康診断、特別健康診断、胃がん健診、女性がん健診など 

   ・職場レクリエーション、福江みなとまつり参加など 

 

（３）公務災害補償と福祉事業の概要 

公務災害補償制度は、職員が公務上の災害（負傷、疾病、障害及び死亡）又は通勤による災害を受けた場合

に、その災害によって生じた損害の補填（補償）と、被災職員の社会復帰の推進及び職員・遺族の援護を図る

ために必要な事業（福祉事業）を行うことを目的としています。具体的には、地方公務員法第 45条に基づい

て定められた地方公務員災害補償法によって定められています。 

 

（４） 公務災害補償の状況（平成３０年度） 

   ・認定件数     １件 

 

（５）公平委員会に対する措置要求、不服申立ての状況（平成３０年度） 

※措置要求とは、給与、勤務時間その他の勤務条件に関し、職員が適当な措置 

（是正）を求めることです。 

※不服申立てとは、懲戒その他その意に反する不利益な処分について、職員が 

その取り消しや軽減を求めることです。 

区 分 件数 

措置要求 ０ 

不服申立て ０ 


